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両 町 の 各 種 宣 言 比 較 
区 分 西伯町 会見町 

非核平和 

１ 名称：西伯町非核平和宣言 
２ 時期：昭和５９年６月１８日 
３ 宣言文 
 世界的な核に対する危機意識は高まるばかりであり、恒久的な平和

と人類の繁栄は普遍のものでなければならない。 
 しかしながら地球上では、今なお多くの核兵器が造られ、人類の生

存に深刻な脅威を与えている。我が国は、世界唯一の被爆国として、

再び広島・長崎の惨禍を繰り返してはならない。 
 西伯町は、戦争のない恒久平和の実現を目ざし、あらゆる国の核兵

器廃絶、軍縮を強く訴えるとともに、平和のために貢献する決意を表

明し、宣言する。 

１ 名称：核兵器廃絶、平和の町宣言 
２ 時期：昭和６２年９月２８日 
３ 宣言文 
 世界の恒久平和は人類共通の願望である。 
 しかしながら、地球の一角には核兵器を主軸とした戦略

配備がされ、常に平和と安全に深刻な脅威を与えている。 
 我が国は世界唯一の被爆国である。核の惨禍を二度と繰

り返してはならない。 
 会見町議会は、戦争のない恒久平和の実現を目指し、あ

らゆる国の核兵器廃絶、軍備の縮小を訴えるとともに、平

和のために貢献する町であることを表明し、ここに宣言す

る。 

人権尊重 

１ 名称：人権尊重の町宣言 
２ 時期：昭和６３年９月２８日 
３ 宣言文 
 私たち国民は、基本的人権の享有が日本国憲法によって保障されて

おり、正義と秩序を基調にたゆまぬ努力によって今日の平和と繁栄を

築き、その中で国民の権利意識は飛躍的に向上してきたところであ

る。 
 しかし、戦後におけるわが国の高度経済成長は目まぐるしい社会環

境の変化をもたらし、その結果国民の間で価値観の多様化、連帯感の

希薄化等の現象が生じ、近年特に利己主義や人命軽視等の社会風潮が

１ 名称：人権尊重の町宣言 
２ 時期：昭和６３年１２月２１日 
３ 宣言文 
 本年は、世界人権宣言採択４０周年、人権擁護委員制度

発足４０周年の記念すべき年に当たります。 
 人権尊重は、人間が人間として、自由・平等・平和で幸

福に生きるための基本的なものであることを、町民全体の

目標とし、住みよく明るい町づくりのため、会見町を「人

権尊重の町」と宣言します。 



高まっていることは、真に憂慮にたえないところである。このような

社会風潮を戒め、憲法に示す生命、自由及び幸福追求に対する国民の

権利は何人にも保障され、最大限に尊重されなければならないもので

あることを訴える。 
 私たちは、人類普遍の原理である自由、平等、幸福を念頭に差別の

ない理想社会実現を２１世紀の目標とし、今こそ立ち上がるときであ

る。世界人権宣言４０周年の記念すべき年に当たる今、さらに基本的

人権尊重の理念を町民一人一人が自覚し、愛情、友情、安寧をモット

ーに住みよいふるさと、明るい町づくりに邁進するため、西伯町を「人

権尊重の町」とすることを宣言する。 

交通安全 

該当なし １ 名称：交通安全の町宣言 
２ 時期：昭和４２年３月１４日 
３ 宣言文 
 最近における自動車交通の急激な発達に伴い、交通事故

によるぎせい者の数が急増しつつあることは、真に憂慮に

たえないところである。会見町は、交通の安全を期するた

め、交通環境の整備を促進するとともに、交通関係者並び

に町民各自が交通法規を遵守し、もって交通事故を防止し

て、町民の安全を図り、明るい秩序ある会見町建設を目指

して、ここに「交通安全の町」とすることを宣言する。 

ゆとり創造 

１ 名称：ゆとり創造の町宣言 
２ 時期：平成２年３月１９日 
３ 宣言文 
 我が国が国際社会の中にあって、経済大国として確固たる地位を確

立した今日、その経済的地位にふさわしい豊かでゆとりある生活を実

該当なし 



現することが、極めて大切です。そのため、労働時間を短縮し、「し

っかり働き、しっかり休む」というバランスのとれた生活を実現する

ことが、私たちのまず第一に取り組まなければならない課題です。ま

た、労働時間の短縮は、産業企業の活性化や地域社会の発展の観点か

らも重要です。西伯町議会はここに「ゆとり創造の町宣言」を行い、

中小企業等に対し、きめ細かな配慮をしつつ、西伯町民の理解と協力

のもとに一体となって、労働時間の短縮を推進し、活力あるゆとり創

造社会の実現を目指します。 
 

コメ輸入自由

化反対 

１ 名称：コメの輸入自由化反対自治体宣言 
２ 時期：平成４年１２月２５日 
３ 宣言文 
 コメは日本人の主食であり、稲作は日本農業の根幹であると同時に

文化でもあります。また、社会的経済の中心的役割を果たしてきまし

た。 
 今、米国を始めとした農産物輸出国は、ガット農業交渉において、

わが国に対しコメの輸入自由化を迫り、年内決着を求めていることは

極めて遺憾であります。 
 コメの市場開放を許すことは、日本農業の崩壊につながり、食料の

安全・安定供給を困難にすることになります。 
 私たちは、主食であるコメの安全・安定供給のため、さらには日本

の国土と文化を守るため、日本農業の崩壊を招く市場開放を許しては

なりません。 
 よって、西伯町議会はここにコメ市場開放阻止に向け、不断の努力

を続けることを宣言します。 

該当なし 



環境宣言 

１ 名称：環境宣言 
２ 時期：平成４年１２月２５日 
３ 宣言文 
 さわやかな大気、清らかな水、豊かな緑など、自然は生きとし生き

るものの母胎であり、人間と動植物に生存基盤を与えるのみならず、

地球に住むものに調和をもたららすものである。 
 しかし、大気汚染、水の汚濁、緑の枯渇などの自然環境の破壊は、

今や地域から地球規模までに拡大し、人類の生存基盤が危うくなりか

ねない事態を迎えている。 
 私達は、自然環境がもたらす恵みと資源を守り育て、人間の英知の

証として、自然との共生のもとに、調和のとれた人間環境をつくりあ

げていく。 
 健全な自然環境が人間の営みと不可欠なものであることを深く認

識し、これまでの資源・エネルギー多消費社会見直し、次世代をはじ

め後世に禍根を残さない、リサイクル社会の形成をめざす。 
 私達西伯町民は、地球の一員として、住民、企業、自治体が一体と

なり、地球環境の保全と地球環境にやさしい町づくり、地域づくりに

取り組むことを、ここに宣言する。 

該当なし 

 



































2 町の施策の調整方針について（総務企画部会 慣行の取扱いについて  功労表彰基準：主なもの）  

項  目 西伯町 会見町 課  題 調 製 方 針 
町長 在職１２年以上 在職１２年以上   
助役 規定なし 在職１２年以上   
収入役 規定なし 在職１２年以上   
教育長 規定なし 在職１２年以上   
議員 在職１２年以上 在職１２年以上   
教育委員会委員 在職１２年以上 在職１５年以上＋職務精励   
上下水道委員 規定なし 在職１５年以上＋職務精励   
国民健康保険運営協議会委員 勤続２０年以上＋職務精励 在職１５年以上＋職務精励   
選挙管理委員 在職１２年以上 在職１５年以上＋職務精励   
監査委員（議員除く） 在職１２年以上 在職１５年以上＋職務精励   
農業委員会委員 在職１２年以上 在職１５年以上＋職務精励   
社会教育委員 勤続２０年以上＋職務精励 在職１５年以上＋職務精励   
公民館運営審議会委員 在職１５年以上＋職務精励 在職１５年以上＋職務精励   
行政相談委員 在職１５年以上＋職務精励 在職１５年以上＋職務精励   
人権擁護委員 在職１５年以上＋職務精励 在職１５年以上＋職務精励   
嘱託医 規定なし 在職１５年以上＋職務精励   
保護司 勤続２０年以上＋職務精励 在職１５年以上＋職務精励   
固定資産評価審査委員会委員 在職１２年以上 勤続１５年以上＋特に功績顕著   
教育、学芸、文化、体育、産業、社会福祉功績 功績顕著 功績顕著   
区長 規定なし（所属団体で表彰） 在職５年以上   
消防団員 勤続２０年以上＋特に功績顕著 勤続２５年以上＋特に功績顕著   
民生（児童）委員 勤続２０年以上＋特に功績顕著 勤続１５年以上＋特に功績顕著   
町職員 在職２０年以上＋職務精励 在職３０年以上＋職務精励（退職）   
 




